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※1  本書の中で、「三菱ふそう」は三菱ふそうトラック・バス株式会社を示します。

編集方針

三菱ふそうは、トラック・バスという公共性のある製品を

世の中に送り出す企業として当社の環境保全の取り組み、

社会活動などをステークホルダー（利害関係者）の皆様

に情報開示することを目的とし、環境・社会報告書

2007を発行致します。

本報告書作成にあたっては、環境省発行の「環境報告書

ガイドライン（2004年3月発行）」に基づいて掲載内容

の充実を図るとともに、一般の方々にも読んで頂けるよ

う分りやすさの向上に努めています。

報告対象期間

本報告書の対象範囲は、基本的に2006年（2006年1

月～2006年12月）とします。ただし、各種法律や業界

関連で年度をベースとした取り組みについては、2006

年度（2006年4月～2007年3月）の実績データを報

告致します。また、一部2007年4月以降の事例につい

ても紹介致します。

報告対象範囲

主として三菱ふそうの日本国内における環境活動、社会

活動を報告致します。環境活動については、企業活動全

体を通した環境負荷の低減実績やその活動について、ト

ラック･バスの開発・設計、調達、生産、物流、販売、廃棄・

リサイクルという流れで報告致します。

企業概要

シンボルマーク

商 号

設 立

本 社

資 本 金

主 な 事 業

従 業 員 数

売 上 高

：三菱ふそうトラック・バス株式会社

（Mitsubishi Fuso Truck and Bus Corporation）

：2003年（平成15年）1月6日

：〒212-0058

：神奈川県川崎市幸区鹿島田890-12

：200億円

：トラック、バス、商用車その他の自動車並びに

その構成部品、交換部品及び付属品の開発、

設計、製造、組立、売買、賃貸、輸出入その他

の取引業。ほか

：約16,800名（連結）（2006年12月末現在）

：7,928億円（2006年1月～2006年12月）

ホームページアドレス

：http://www.mitsubishi-fuso.com/
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編集後記

2007年9月発行

環境・社会報告書2007

三菱ふそうトラック・バス株式会社
コーポレート･コミュニケーション本部
〒212-0058　神奈川県川崎市幸区鹿島田890-12

TEL：044-330-7701　FAX：044-330-5830

報告書における環境配慮

本書では、FSC認証紙と大豆油インキを使用し、水なし印刷

を採用しています。

◎FSC認証紙

工程に携わった全ての会社が、FSC（CoC）認証を受けてお

り、「適切に管理された森林から作られている」ことを証明

された紙。原材料となる木材を運ぶ輸送会社、チップ製造や

製紙会社、紙の卸・販売会社、そして印刷会社など全ての工

程がFSC森林認証を受けていることを示しています。

◎FSC森林認証制度

FSC森林認証制度は、「適切な森林管理」を認証し、その森林

で生産された木材及び木材製品をラベリングすることを通

じて、持続可能な森林管理を普及させることを目的とした

制度です。

効果として・・・

○世界的な森林減少・劣化を防ぐ効果が期待できる。

◎SOY INK（大豆油インキ）

SOY INKとは、インキに使用される石油系溶剤の一部を大

豆油に置き換えたエコマーク認定品のインキです。

効果として・・・

①大気汚染の原因となるVOC（有機性揮発溶剤）の発生を低

減できる。

②インキと紙を分離させやすいので印刷物を再生する際にリ

サイクルしやすい。

③埋め立て処理する際に土中で分解しやすい。

④石油などの化石燃料系の資源の使用量を抑えることができる。

つまり、従来のインキに比べ、人と環境に与える負荷を減

らすことができる。

◎水なし印刷

通常の印刷に使用する「湿し水（しめしみず）」という薬液

品を使わない印刷方法です。

効果として・・・

①有機物質やアルコールなどの有害物質の使用量を削減できる。

②印刷版を作る際にも有害物質の処理は一切なく、環境への

負荷が格段に少ない。（通常の印刷ではpH12以上の強ア

ルカリの処理液を使用する。）

「チーム・マイナス6％」に参加

三菱ふそうは地球温暖化防止の国民的プロジェクト「チーム・

マイナス6％」に参加しています。イントラネットや社内報

を通じて地球温暖化防止のための啓発を行い、CO2排出抑制

に努めています。

「ふそう」の由来

1932年（昭和7年）、B46型バスが誕生したときに愛

称を社内募集し、選ばれたのが「ふそう」の名称。漢字で

は「扶桑」と書き、昔、中国では「東の日の出るところに

あると伝えられる神木」を指し、日本の別称としても使

われた言葉です。実在する扶桑の木は扶桑花(ぶっそうげ)

と呼ばれ、一般にはハイビスカスの名で知られています。

編集後記

三菱ふそうの「環境・社会報告書2007」をご覧頂きま

してありがとうございました。

記載項目は「環境報告書ガイドライン」に従い、報告を主

体とした目的は従来通りですが、前号に続き、当社の最

近の活動を紹介する3つのトピックス記事を掲載しました。

内容の質・量、表現方法、また取り組み内容も含めて、皆

様のご意見、ご感想などをアンケートにてお寄せいただ

ければ幸いです。

なお、環境報告書（冊子）の出版にあたっては、右のよう

な環境配慮をしています。
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ふそう75周年を迎えて
三菱ふそうは1932年に製造したバスに初めて「ふそう」と

名付けて以来、今年で「ふそうブランド75周年」を迎えます。

その間、社会の皆様とお客様に輸送手段を提供するという大

きな社会的使命を果たす一方で、多くの皆様に支えられなが

ら発展を続けてまいりました。この感謝の気持ちを強く感じ

ると同時に、これからの75年も皆様とともにさらに発展を続

けたいという願いでいっぱいでございます。

さて、次の75年を考えるとき、まず私たちの関心をよぶのは、

我々の子孫とともに地球の将来のことではないでしょうか。

今年IPCCが発表した第4次報告書によれば、今世紀末まで

に平均気温は2.4～6.4℃、海面は26～59cm上昇すると

ともに、既に2,500万人いる気象難民は2億人に増加すると

推定されています。

今や世界規模で、環境と経済が共生できる社会を構築するこ

とが人類の使命と考えます。そして、弊社も微力ながらそれ

に貢献するため、環境保全を社の最重要課題の一つとして位

置付けています。

自動車の材料・部品調達から、生産、使用、廃棄（リサイクル）

に至る全ての段階での環境負荷を低減し、排出ガス削減や

燃費性能向上をめざす技術革新を一段と進め、持続可能な

循環型経済社会の構築に寄与すべく環境への取り組みを推

進していきます。また、雇用、福祉、文化・芸術活動支援、地域

活動などを通じた社会貢献活動にも積極的に取り組んで参

ります。企業の本業である経済活動の他に、環境活動、社会

活動にもバランスよく力を注ぎ、広く社会に貢献することは、

ダイムラー・クライスラーの重要な経営理念であり、三菱グル

ープの創業理念とも一致しています。

私たちの子孫に対し、健全な地球環境を残すとともに、先輩

たちから受け継いだ貴重な文化・伝統を伝えることが私たち

の願いであり、これらを目指して三菱ふそうは今後も環境保

全活動、社会貢献活動に取り組んで参ります。

「環境・社会報告書2007」の発行にあたり
ここに「環境・社会報告書2007」を発行できることを光栄

に思います。私たち三菱ふそうは、全ての製品や企業活動に

おいて、よりいっそうの環境負荷低減を図ると同時に、社会に

積極的に貢献していく所存です。これら2つの課題は、私た

ちの長期的な二つの目標－お客様にとってNo.1になること、

そして信頼度No.1企業になること－に到達する上で不可欠

なことと考えます。

昨今、環境面においては、多くの成果が得られました。

2006年に発売した小型トラック、「キャンター エコ ハイブ

リッド」は2007年6月にマイナーチェンジを行い、重量車

の2015年度燃費基準を達成したうえ、新長期規制に対す

る「NOx＆PM10%低減 低排出ガス車」の認定を取得し

ました。弊社はダイムラー・クライスラー・トラックグループ

の中のHEV技術開発の中心拠点として今後もリーダーシッ

プを発揮していきます。

2006年度の工場からのCO2排出量は、省エネ取り組みの

結果、前年度より7%削減し、今回も2010年度目標を達成

しました。また、2006年5月に完成した新塗装工場は順調

に稼動を続け、VOC（揮発性有機化合物）排出量の削減に寄

与しています。

一方、福祉活動、スポーツ・芸術支援など、社会活動も積極的

に推進しています。

これらの成果の全てに、ダイムラー・クライスラー・トラックグ

ループの一員であるメリットが生かされています。今後も、技

術開発はもちろん、調達、生産、販売、サービスなどの分野に

おいて、グループ内のシナジーを発揮し、環境活動、社会活動

の充実化を図りたいと思います。

本報告書では、三菱ふそうの環境・社会活動の実績、方針な

どを忠実、正確に報告することを心がけました。皆様の率直

なご意見、ご感想を頂ければ幸いです。

三菱ふそうトラック･バス（株）

取締役会長（代表取締役）

企業倫理担当役員・CBEO

江 頭  啓 輔

三菱ふそうトラック･バス（株）

取締役社長（代表取締役）

最高経営責任者・CEO

ハラルド・ブルストラー
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ダイムラー・クライスラー（以下DC）・トラック 

グループにおける三菱ふそう

DC社のトラックグループには3つの強力な車両ブランドがあ

り、グループの販売台数は世界No.1の約54万台に及びます。

その中核を担うのが欧州市場を中心に活躍するメルセデス・

ベンツ、北米市場を中心に活躍するフレートライナー、そして

日本・アジアを中心に活躍する三菱ふそうです。

グループにおける三菱ふそうの役割

三菱ふそうはアジア地域を担う一員として、また商品面では

小型トラックの開発・生産拠点として、さらに技術面ではハイ

ブリッド技術でプレゼンスを発揮し、グループの中でこれから

も重要な役割を担っています。

ダイムラー・クライスラー・トラックグループの概要とサステナビリティ理念

欧州および南米、中近東において高性能商用車ブランドとしての存在
を不動のものとしている「メルセデス・ベンツ」。その輝かしい歴史を
背景に、安全・環境技術において世界の最先端をリードし続けています。

傘下に数多くの商用車ブランドを有する、北米随一のトラック製造企業
「フレイトライナー・グループ」（本社：オレゴン州）。現在、北米、カナダ、
メキシコ市場向けに、高品質の製品・サービスを提供しています。

1932年にＢ46型バス「ふそう」を製造してから75年。現在、アジア
をはじめとして世界中に認知されるブランドへと躍進。品質・技術・サー
ビスのすべてにおいて「お客様第一」を目指して、走り続けています。

DCトラックグループ
の中で、アジア諸国の
ビジネスを担う一員と
して、重要な役割を果
たします。

アジア戦略の拠点

「頑丈で信頼性がある」
という評価に甘んじる
ことなく、これからも
確かな製品を提供し
ていきます。

小型トラックの
開発・生産拠点

省燃費、環境性能、そ
してイージードライブ
を可能にする三菱ふ
そう独自の最先端技術、
HEVシステムの開発
拠点です。

ハイブリット電気自動車
（HEV）技術の

コンピタンス・センター

DCトラックグループにおける三菱ふそうの役割

サステナビリティに関する理念

DC社は、収益の向上と社会と環境に対する責任は、1枚のコ

インの両面のように捉えています。すなわち、世界中にモビ

リティ＆輸送手段を提供する一方で、社会に与える影響との

間で適切なバランスを取ることが重要と考えています。この

「サステナビリティ」の考えは企業活動の重要な基本理念で

あり、そのビジョンとして以下をコミットしています。

・私たちは、グループにおけるビジネスを充実させ、長期的

な経済的成功を収める責任があります。

・私たちは、現代と未来の世代のため、天然資源を節約し、

環境を保全する責任があります。

・私たちは、我々の企業活動が影響を与える人々、ひいては

社会全体に対する責任を負っています。従って、社会を構

築する上で積極的な役割を果たす努力をしています。

三菱ふそうもこの理念を尊重してDCとのグローバルレベル

での統合を進める中、品質管理・コンプライアンス・透明性を

徹底させ、「お客様にとってNo.1 （信頼度No.1企業へ）」と

いうビジョンを目指しています。

持続可能な発展

企業の貢献

企業の持続可能性

経済的責任 環境保全責任社会的責任

シチズンシップ

お客様にとってNo.1

徹底した品質管理

コンプライアンス（遵法精神）

企業活動の透明性

DCとの
グローバルレベル

での統合
（強固な強力関係の推進）

国内事業の統合

DCのサステナビリティ理念

三菱ふそうのビジョン

出典：360 DEGREES・SUSTAINABILITY 2006 FACTS（DC社）




